
【別紙１】 

令和８年度高校生のためのおきげい講座タイトル一覧表 

 

【受講の申込について】    ※受講希望の場合は各高校でとりまとめ、下記の期日まで沖縄県立芸術大学アドミッションセンターへ申込願います。 

 

 

講義開始日 申込締切日 

5月～7月末  

９月～11月末  

12月以降  

 

 

学部・コース No. タイトル 開講学期 担当教員名 開講日時 開講曜日 受入人数 会場・設備 授業形態 

全学教育センター 1 沖縄の海岸ごみと生物 いつでも

可能（要日

程調整） 

藤田喜久 教授 平日の午後の時間帯であれば、日程調

整の上対応可能。 

月～金 特に定めず パソコンにつなげる

モニターやプロジェ

クター・スクリーン

があればどこでも良

い 

対面でも

オンライ

ンでも可

能 

全学教育センター ２ 一緒に考える琉球沖

縄史 

いつでも

可能（要日

程調整） 

 

山田 浩世 准教授 平日の午後の時間帯であれば、日程調

整の上対応可能。 

月～金 30名程度 一般教室 対面 

全学教育センター ３ 高校生のための英語

多読入門 

要相談 髙良 則子 教授 要相談 要相談 30名程度 一般教室 対面 

全学教育センター ４ 身の回りの心理学 後期 城間祥子 准教授 要相談 要相談 30名程度 一般教室 対面 

          

          

 



令和８年度高校生のためのおきげい講座授業概要 

 

1 

授業形態 対面・オンライン授業 学部・コース名 全学教育センター 

タイトル名 沖縄の海岸ごみと生物 科目担当者 藤田喜久 教授 

授業概要：沖縄の海岸ごみが生物に与える影響について学び、発生抑制意欲の向上を促す授業内容です。 

授業方針：パワーポイントを用いた座学形式の授業です。 

希望会場：一般教室で可能。オンラインも対応可能。 

授業計画：【定員：特に設定しない】 

授業時間：50分程度。 沖縄の海岸漂着ごみの現状と、プラスチックごみが生物に与える影響について、実際の研究内容を紹介しながら説明します。 

備 考 ： 

教員からのメッセージ：沖縄の自然海岸環境を守るために何かできることを考えてみましょう。 

 

 

授業形態 対面授業 学部・コース名 全学教育センター 

タイトル名 高校生のための英語多読入門 科目担当者 高良 則子 教授 

授業概要：英語の読解能力、特に Fluency習得を目標とする多読活動を英語学習に取り入れる方法について紹介します。 

授業方針：絵本などの英語のストーリーを和訳することなく英語のまま理解するには、どのような本を選べばよいでしょうか。様々な多読用の図書を案内しなが

ら、効果的にインプットを増やす方法を説明します。 

希望会場：普通教室で構いませんが、説明の際にはパワーポイントを使用します。 

授業計画：【定員 30名程度】多読の目的や方法、効果について説明し、その後、実際に絵本などを手に取って、聞き読み・音読・黙読・ディスカッション／ワー

クなどの活動を行います。 

備 考：担当者が多読図書を持参します。ディスプレイ用のテーブルなどのスペースをご用意ください。 

教員からのメッセージ：簡単な英語の本を辞書なしで読んでみましょう。英語を英語のまま理解する感覚を一緒に体験してみませんか。 

 

  



 

授業形態 対面授業 学部・コース名 全学教育センター 

タイトル名 身の回りの心理学 科目担当者 城間祥子 准教授 

授業概要：身近な事例を通して、心理学とはどのような学問なのか、目に見えない「心」という現象をどのように探究するのかを学びます。 

授業方針：講義のほか、グループでのディスカッションとプレゼンテーションを予定しています。 

希望会場：グループワークが可能な教室。 

授業計画：【定員 30名程度】50分授業 高校と日程調整を行います。心理学に関する講義とグループワークを行います。 

備 考 ：教科書は用いない。授業内で適宜資料配付し、必要に応じて参考書を提示する。 

教員からのメッセージ：大学で初めて「心理学」を学んで「イメージと違ってがっかりした」という話をよく耳にします。心理学とはどのような学問なのでしょうか。どのようにして知を生み出すのでしょうか。

心理学について知ることは社会を知ることでもあります。知らず知らずのうちに人々の生活に浸透している心理学的な考え方に気がつくと、世界が違って見えてくるはずです。 

 


